
1999 解説のワイヤ使用区分を示す。ま
た，ワイヤ種類ごとの諸元を表 2に示す。
　従来鉄骨で多く使われてきたワイヤはマグ溶接用の
YGW11 であるが，使用区分として入熱・パス間温度の
許容上限が490N/mm2級鋼に対しては30kJ/cm,250℃と
されている。
　一方，最近開発された 540N/mm2級ワイヤである
YGW18ではそれぞれ40kJ/cm，350℃に緩和されている。
MG-55 は YGW18 に適合しており，従来の YGW11 に比
べて大入熱・高パス間温度溶接条件が許容されている高
性能ワイヤであることが特徴である。また，520N/mm2

級鋼に対しては従来の YGW11 ワイヤは適用不可となっ
ており，YGW18 ワイヤのみが適用可とされている。

2．MG-55 溶着金属の性能

　MG-55 の JIS Z3312 に基づく溶着金属の機械的性質及

temperatures has been established for the manufacture of steel structures. Welding efficiency improvements 
by using MG-55 instead of conventional wire are significant because of deregulation of heat input and 
interpass temperature control.
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